
朝日新聞  2014年 10月 8B ttIり 26ベージ 嬌ホ全県

難
本
高
校

（以
下
、
難
総
）
の

硬
式
野
球
轟
総
響
子
銀
に
出
幾
じ

た
こ
と
が
あ
る
で
組
年
前
①
ｌ
９

３
３
年
、
当
鋳
は
難
木
中
学
だ

っ

た
撃
畿
手
阿
部
栄
明

（越
人
、
１

９
８
５
年
卒
）
、
摘
手
町
田
徹
表

（紋
人
、
編
軍
事
）
の
パ
ッ
チ
リ

ー
を
糠
し
、
準
々
決
鰺
で
総
曲
中

（嚢
蟻
繁
）
に
ユ
１
３
で
源
転
彗

ヨ
ナ
季
負
け
を
覆
し
た
二
灘
筆
め

退
鎮
大
会
に
も
出
難
し
、
彗
中
の

も
を
全
薮
Ｌ
鰺
う
じ
め
た
〓
２
人

そ
ら

っ
て
立
数
大
に
進
学
、
六
大

学
野
球
で
も

，
レ
ー
し
た
。
緩
本

暴
高
等
学
横
野
球
六
十
辱
費
に
量

「雛
雑
―
な
か
ら
裁
年
ご
ろ
ま
で

は
緩
中
、
経
轟
の
藁
金
時
代
で
、

蒔
較
の
試
合
は
緩
本
蒲
の
フ
ァ
ン

を
無
理
さ
せ
た
」
と
い
う
内
容
め

織
違
が
織

っ
て
い
る
。

野
球
部
ぬ
織
響
を
翼
た
導
う
父

畿
録
姿
が
療
に
競
き
付
い
て
い
る

と
い
う
・鱗
高
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
長
小

林
〓
斃

（鍾
、
銀
奪
卒
）
は

一，緩

高
の
ユ

ニ
ホ
ー
ム
を
構
た
か

っ

た
」
〓
セ
カ
ン
ド
で
２
薔
．ヽ
轟
奪

夏
の
橋
本
大
会
２
醸
戦
で
宇
都
簿

学
輩
Ｌ
５
対
１
で
負
け
た
。
書
０

か
つ
て
の
野
球
部
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
青
に
す
る
小
林
理
子
．
嬌
高
錠

鷺
奪
期
待
す
る
０
自
も
多
い

元
幅
ホ
Ｓ
Ｃ
の
永
井
　
持
ち

前
の
機
動
力
を
い
か
し
て
黒

驀
市
民
の
た
め
紅
走
り
回
る

１
１
年
に
０
務
会
長
‥‐こ
睫
任
、
勢

心
彗
轟
で
現
稜
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
７

す
亀
〓
長
海
の
小
林
菫
人

（
絲
、

韓
筆
率
）
も
野
球
部
０
錫
．
サ
ー

ド
で
２
番
´
簿
１■
更
■
播
本
大
会

１
鐘
戦
，
曇
禁
↓
轟
本
商
戦
は
延

長
”
鏡
―
対
０
で
涙
を
■
え
た
．

嚢
盤
野
球
輝
導
長
と
し
て
ダ
予
ウ

ン
ド
で
汗
を
澄
す
，
私
立
校
罐
勢

で
躙
年
思
上
遺
ざ
か
し
て
い
る
甲

子
縄
に
、

「
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｈ
ｌ
●
１
」

め
リ
ッ
ヘ
ン
が
鉄
え
る
犠
Ｌ
来
る

か
、サ

ッ
カ
ー
で
は
・ホ
井
饉
太

（
お
、

１
●
０
０
年
事
）
〓
Ｊ
２
籍
本
Ｓ

Ｃ
の
場
■
Ｌ
と
し
て
使
〓
を
生
か

Ｌ
た
フ
レ
‥
で
フ
ァ
ン
を
わ
わ
せ

た

，　
一
う
ち
〓
要
銀
に
趣
畿
も
部

難
も
す
る

一
と
い
う
饉
じ
建
調
熟

嘉
①
饉
華
の
講
い
文
句
で
嬌
藁

へ
、

「崎
む
か
ら
鍵
分
蠣
数
を
受

”
た
´
な
者
を
彗
舞
す
錦
議
は
合

宥
■
で
も

一．こ
壽
籍
置
は
魁
強
す

る
」
と
言

っ
て
甦
機
に
場
り
書
え

る
集
中
壽
が
す
ご
か

っ
た
一

３
年
嘔
の
イ
ン
タ
‥
（
イ
懇
予

選
会
〓
導
染
締
で
事
都
〓
に
〓
鷲

２
で
欺
進
。
永
井
な
毬
勢
奎
毒
墓

織
サ
ザ
カ
ー
選
手
篠
大
会
県
大
会

ま
で
嚢
稜
を
場
樺
た
．　
一
い
ま
ま

で
経

た
な
基
数
を
し
て
き
た

，

ど
、
拝
墓
Ｌ
進
学
し
た
言
賛
が
撻

轟
■
で
〓

一
番
よ
わ

■
た
一
〓
キ

雹
競
塞
占
進
難
再
幕
籠
難
基
で
稀

・ヽ

一鋒
上
部
は
戦
後
瞬
も
な
く
玲
黙

年
、
舞
お
鰈
福
鏡
区
饉
電
車
人
鈴

鍾
子
が
出
鋳
し
た
，

摯
織
．費
ご
と
Ｓ
Ｏ
Ｉ
Ｆ
り
■
‥

壽
毛
輩
穀
難

（
雛
、
毅
鷲
率
）
，

門
霧
技
〓
Ｌ
体
力
だ
け
で
な
く
捜

弩
も
大
場
と
い
う
〓
爾
撃
投

，
め

決
警
で
な
北
海
選
↓
難
手
種
毅
後

に
技
か
れ
、
６
位
入
事
な
か
な
わ

な
わ

っ
た
、
逮
手
は
来
を
持
参
し

て
大
会
〓
議
勝
す
る
時
代
，
シ
ュ

ー
ズ
総
な
く
足
表
を
〓
い
て
羹

書
、
す
い
む
け
て
く
る
と
母
驚
二

縦

″

もヽ
ら
争
た
．

駒
場
六
銀

一細
、
織
学
卒
｝
Ｌ

ｌ
●
０
ド
、
１
琴
籍
〓
め
最
鑽
業

と
Ｓ
Ｏ
Ｉ
ご
り
■
‥
Ｌ
轟
簿
　
ザ

ン
ー
で
は
驚
３
走
者
で

一舞
２
走

構
が
機
め
選
手
〓
押
し
嘉
さ
れ
て

コ
ー
ス
を
ｔｉ
ず
れ
て
し
ま

■
た

、ヽ

と
振
む
返
轟
．．
欺
難
勢
影
が
ま
だ

染

い
て
お
摯

一濃
豪
を
養

っ
て
、

そ
命
分
舞
上
ヽ
お
ち
込
ん
だ
藝
か

も
一
〓
グ
ラ
ウ
ト
ド
減
馨
〓
た
ら

澪
〓
毛
な
と
躍
戦
、
シ
ュ
ー
ス
は

な
く
篠
雌
わ
建
襲
だ

「
た
〓

与
う

一
人
章
薙
丸
授
ご
鋤
北
ＪＩＩ

正

（
鐘
人
、
赫
奪
率
）
だ

っ
た

．

震
被
生
も
薫
姜

千
て
い
る
．
著
上

実
球
は
断
ホ
名
産
か
ん
ひ

ょ
う
ぬ
雛
藁
り
麟

一
ヤ
マ

ケ
一　
毛
黎
は
４
代
醸
だ

母
校
を
機

ゃ
張
る
上
撻
横
長

二一（
．ミ

長
め
上
鶴
種
夫

（
紳
、
静
年

率
）
総
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
轟

．
２
年

の
嚢
で
争
奉
た
が
、
崚
寒
■
韓
Ｌ

コ
‥
卜
が
轟
摯
、
そ
こ
で
黛
蒲
彗

た
．
バ
ン
‥
ポ
ー
■
Ｌ
職
本
菱
お

強
く
、　
一́
霧
薦
】
機
一ろ
彙
澪
し
た

こ
と
だ
け
な
覚
え
て
い
る

一
〓

ヶンΥメ炒
母絞群像記

全
鐵
盤
い
汗
と
涙
流
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
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